
専門分野

履修モデル

　  　   看護職を続けながら、博士の学位の取得が可能 看護職を続けながら、博士の学位の取得が可能
　本課程の入学者は、保健・医療・福祉分野の実践現場に就業している看護職者や大学等の教育機関に勤務してい
る教育者の社会人を想定しています。社会人入学者のキャリア形成に応え、社会人が仕事を続けながら大学院で就学
できるよう、大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例を実施します。本学は、その精神に沿って、夜間や土曜
日、夏期や冬期の集中講義の受講などで長期履修制度を活用し、看護職として働きながら博士の学位取得ができます。

　  　   高度な看護学教育、研究者を目指すことが可能 高度な看護学教育、研究者を目指すことが可能
　本研究科では、深い人間理解に基づき、新たな知見を国内外に発信し、必要に応じて心理学等の隣接学問分
野における研究方法や分析方法をも適用し看護学の発展や看護実践の改善・開発に寄与できる自立した高度な看
護学教育者、研究者、実践者を育成することを目指しています。
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▶ 学位取得までの流れ

（3年間の場合）
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療 養 支 援 看 護 学 家 族 支 援 看 護 学 生 活 支 援 看 護 学

療養支援に必要な専門的看護援助に関する研究論文の
レビューを行い、クリティカルな状況や周手術期にある
患者・家族の問題や倫理的問題、苦痛の緩和、セルフケ
ア能力の回復、QOLの向上を目指した看護活動、がんと
診断されてからの治療方法の選択、緩和ケア・終末期の
療養生活など急性期・慢性期治療から終末期の意思決
定支援や患者・家族への全人的で包括的な看護と多職
種との連携、などの視点から、研究課題を明確にし、専門
分野における教育研究的アプローチを探求します。

少子高齢化が進行するわが国において、子ども
を生み育てること、次世代の健康支援について
多様な側面から検討する。社会における保健医
療システムのあり方も含め、女性と子どもならび
に家族支援に必要な専門的看護援助・教育方法
等の看護実践や健康教育について検討し、課題
を明確にしてそれらの解決に向け、専門分野に
おける教育・研究アプローチについて探求しま
す。

高齢期を生きる人及び公衆衛生の場に必要な専門的看
護援助に関連する研究論文のレビューを行い、高齢者
の心理社会的発達の支援、認知高齢者の看護、療養の
場や地域におけるケアの倫理、在宅移行ケアや公衆衛
生看護活動における他職種連携、また、地域で生活す
るあらゆる健康レベル、ライフサイクルの人々への健康
課題の明確化、健康増進及び政策化等の観点から研
究課題を明確にし、専門分野における教育・研究的ア
プローチについて探求します。
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研
究

［春］　［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］　［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］　［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］
特別研究Ⅰ（必４）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］
特別研究Ⅰ（必４）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］
特別研究Ⅰ（必４）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

専
門
科
目

［春季］
療養支援看護学特論（２）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅰ（必４）

［春］
家族支援看護学特論（２）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅱ（必４）

［春］
生活支援看護学特論（２）

［夏］　［秋］　［冬］
特別研究Ⅰ（必４）

共
通
科
目

［春］
看護学研究方法論（必２）

［夏］
看護学教育特論（必２）

［秋］
看護学教育論演習

［秋］
 心理学研究方法応用論（看護学的研究）（２）

【修了要件】	 共通科目は看護学研究方法論（必修 2 単位）、看護学教育論（必修 2 単位）を含む 4 単位以上を選択する。
	 専門科目は選択した分野の特論（選択必修 2 単位）を選択する。
	 特別研究は特別研究Ⅰ（必修 4 単位）、特別研究Ⅱ（必修 4 単位）を履修する。
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